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参議院議員の外交・防衛分野の知恵袋、“参議院外交防衛委員会調査室”。正確

で大局観のある情報を伝えてくれます。時の法令に好評連載中の「日本の外交・

防衛政策の諸課題」をテーマごとにまとめたシリーズ。 
 
 
〔帯より〕 
コミュニケーションの糸口を歴史に求めて。 
自由・民主主義・市場経済という価値観を共有しながら対立する日本と韓国。

国交を持つにも至らない日本と北朝鮮。 
これまでの交渉と対話を知る。 
国会の議論と政府見解をベースに、参議院外交防衛委員会調査室スタッフが分

かりやすく解説。 
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